
［１］　平成 31年３月 15日	 東京聖栄大学後援会会報	 第 65号

　
東
京
聖
栄
大
学

　
　
後
援
会
会
報

編集発行
東京聖栄大学
後　援　会

保
護
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会
に
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し
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Ｆ
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早
い
も
の
で
、
入
学
し
て
半
年
以

上
が
経
ち
ま
し
た
。
食
品
や
調
理
に

興
味
を
持
っ
た
息
子
は
、
調
理
師
も

目
指
せ
る
東
京
聖
栄
大
学
に
進
学
し

日
々
の
学
習
に
励
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
学
校
で
の
様
子
を
知
る
良
い
機

会
と
思
い
、
保
護
者
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
全
体
会
で
は
、
管

理
栄
養
士
の
合
格
率
、
就
職
状
況
を

聞
き
、
こ
の
時
期
に
は
多
数
の
学
生

が
内
定
を
頂
い
て
い
る
事
に
安
心
い

た
し
ま
し
た
。
各
学
年
で
の
学
習
の

様
子
を
知
り
、
今
後
の
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
各
ク
ラ
ス
に
分

か
れ
て
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
普

段
お
目
に
掛
か
る
こ
と
の
な
い
他
の

保
護
者
の
方
々
と
情
報
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
個
別
に

面
談
も
し
て
頂
き
、
色
々
と
お
話
で

き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

先
生
や
職
員
の
方
々
、
保
護
者
も
交

え
た
懇
親
会
で
は
、
息
子
か
ら
聞
く

先
生
方
の
人
柄
を
身
近
に
感
じ
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
色
々
な
方
と
接
す

る
事
が
出
来
、
保
護
者
会
に
参
加
し

て
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
保
護
者

の
皆
様
も
是
非
、
次
回
は
足
を
運
ん

で
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

花
の
便
り
も
聞
か
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
後
援
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
後
援
会
へ
の
皆
様
の
ご

会
長
挨
拶
　
　
後
援
会
会
長　

野
田　

哲
三

◆
学
生
代
表
と
教
職
員
が
意
見
交
換
会
を
実
施
!!
◆

協
力
、
大
変
感
謝
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
卒
業
を
迎
え
ら
れ
る
卒

業
生
の
皆
様
、
そ
し
て
お
子
様
方
の

ご
成
長
を
温
か
く
見
守
り
支
え
ら
れ

て
こ
ら
れ
た
保
護
者
の
皆
様
に
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
春
卒
業
さ
れ
ま
す
皆
様
は
東

京
聖
栄
大
学
の
学
生
と
し
て
研
鑽
を

積
ま
れ
て
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
土
台
を
糧
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
飛
び
込
む
社
会
の
荒
波
に
立
ち

向
か
っ
て
貰
い
た
い
で
す
。
社
会
そ

の
も
の
が
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱

え
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

時
代
で
す
。
皆
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
地
道
な
努
力
を
重
ね
知
識
と

経
験
を
身
に
着
け
ど
ん
な
時
代
で
も

生
き
て
い
け
る
実
力
が
あ
り
配
慮
の

で
き
る
人
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
聖

栄
大
学
の
教
職
員
な
ら
び
に
関
係

者
の
皆
様
に
は
熱
心
な
ご
指
導
を

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
東
京
聖
栄
大
学
と
卒
業

生
の
皆
様
、
後
援
会
の
皆
様
方
の

益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念

し
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

大
学
作
り
を

進
め
る
た
め
、

と
て
も
有
意

義
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
八
日（
火
）

図
書
館
五
階
に
お
い
て
「
学
生
と
の

意
見
交
換
会
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
所
学
長
は
じ
め
と
す
る
教
職
員

と
学
生
代
表
が
、
学
修
環
境
や
学
生

支
援
等
に
関
す
る
学
生
の
意
見
や
要

望
を
的
確
に
把
握
し
、
大
学
運
営
に

生
か
す
取
組
み
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
学
生
代
表
の

学
友
会
役
員
十
六
名
、
学
長
は
じ
め

と
す
る
教
職
員
十
四
名
が
参
加
し
、

今
年
度
の
学
友
会
活
動
の
報
告
や
学

生
生
活
に
お
け
る
学
修
支
援
環
境
、

就
職
支
援
、
施
設
・
設
備
等
の
学
生

の
意
見
・
要
望
や
教
職
員
の
支
援
状

況
等
に
つ

い
て
活
発

な
意
見
交

換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

学
生
と
教

職
員
が
協

力
を
図
り

よ
り
良
い

学友会会長挨拶

田所学長挨拶

全体の様子

平
成
三
十
年
度

保
護
者
会
報
告
に
つ
い
て

　

保
護
者
会（
後
援
会
・
大
学
共
催
）

が
平
成
三
十
年
九
月
二
十
九
日

（
土
）、
六
十
七
名
の
保
護
者
参
加
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
野
田
哲
三
後
援
会

長
、
丸
井
正
樹
学
部
長
の
挨
拶
の
後

「
学
科
の
現
状
と
課
題
（
報
告
）」
と

題
し
て
、
鈴
木
三
枝
管
理
栄
養
学
科

長
、
荒
木
裕
子
食
品
学
科
長
よ
り

夫
々
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
ク
ラ
ス
担
任
を
中
心
に
学

科
、
学
年
別
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
、

大
学
で
の
学
生
生
活
や
就
職
活
動
、

国
家
試
験
対
策
、
家
庭
で
の
様
子
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
、
担
任
と
保
護
者

で
の
情
報
共
有
が
な
さ
れ
有
意
義
な

場
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、教
科
担
当

者
や
研
究
室
指
導
教
員
な
ど
を
交
え

た
情
報
交
換
会（
希
望
者
の
み
）が
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
行
わ
れ
ま
し
た
。保護者会�全体会
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本
学
食
品
学
科
の
六
十
五
名
が
こ

の
三
月
に
食
の
専
門
家
（
食
品
技
術

者
）
と
し
て
社
会
に
巣
立
っ
て
い
き

ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

社
会
に
巣
立
っ
て
い
く
卒
業
生
に
は

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
食
品
学
科
の
学
び
を
一
部

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
聖

栄
葛
飾
祭
で
は
、
各
研
究
室
の
ゼ
ミ

生
が
食
品
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
研
究

を
行
い
、
そ
の
成
果
を
発
表
い
た
し

ま
し
た
。ま
た
、二
年
次
開
講
の
キ
ャ

リ
ア
リ
サ
ー
チ
で
は
、
本
年
度
か
ら

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講
義
が

ス
タ
ー
ト
し
、
食
品
業
界
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
や
卒
業
生
に
講
義
を

し
て
い
た
だ
き
、
現
場
で
の
ご
苦
労

や
成
功
し
た
時
の
達
成
感
等
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
で
の
お
話
を
う
か
が
う

貴
重
な
授
業
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

三
年
生
は
夏
期
休
暇
中
に
イ
ン
タ
ー

要
求
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
時
代
に

対
応
で
き
る
管
理
栄
養
士
の
養
成
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
二
〇
一
九
年
度
か

ら
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
出
題
基
準

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
改
定
さ
れ
新

た
に
採
用
さ
れ
ま
す
。
出
題
数
は
、

今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
二
〇
〇
題
で
す

が
、
各
分
野
の
出
題
数
は
一
部
配
分

が
変
更
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
分
野
横

断
的
な
設
問
で
あ
る
応
用
力
分
野

は
、
二
〇
題
か
ら
三
〇
題
に
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

基
本
と
し
た
栄
養
管
理
を
実
践
す
る

上
で
必
要
な
知
識
・
理
論
、
思
考
・

判
断
力
を
そ
な
え
て
い
る
か
に
つ
い

て
評
価
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
最
も

適
切
な
も
の
を
問
う
こ
と
が
多
い
科

目
を
中
心
に
、
一
〇
問
を
応
用
力
分

野
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
管
理
栄
養

士
国
家
試
験
に
出
題
さ
れ
る
内
容

は
、
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
で
修
得

さ
れ
る
教
育
の
全
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
に
於
い
て
履
修
す
る
全
て

の
教
科
は
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
活

躍
す
る
将
来
に
備
え
、
ど
の
よ
う
な

場
面
に
於
い
て
も
臨
機
応
変
に
対
応

で
き
る
力
を
養
う
た
め
の
も
の
で

す
。
新
し
い
元
号
を
迎
え
る
に
あ
た

り
教
員
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
強

め
、
即
戦
力
と
な
る
学
生
教
育
に
専

念
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
の
歩
み
が
終
わ
り
を

迎
え
、
五
月
か
ら
新
し
い
元
号
が
始

ま
り
ま
す
。
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士

に
と
っ
て
の
平
成
は
、
栄
養
改
善
法

が
廃
止
改
正
さ
れ
健
康
増
進
法
が
施

行
さ
れ
、
管
理
栄
養
士
の
役
割
も
明

確
に
な
り
、
難
易
度
の
高
い
業
務
が

ン
シ
ッ
プ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
就

業
力
を
高
め
、
さ
ら
に
残
り
の
学
生

生
活
で
す
べ
き
こ
と
も
明
確
に
で
き

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

二
月
に
卒
業
研
究
・
卒
業
制
作
発

表
会
が
開
催
さ
れ
、
四
年
間
の
学
び

の
集
大
成
と
し
て
卒
業
論
文
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
四
年
間
の
大
学

生
活
に
お
い
て
ど
の
く
ら
い
成
長
で

き
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
品
学
科
で
は
よ
り
充
実
し
た
学

び
を
学
生
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
教
育

の
実
践
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
食
品

学
科
の
教
育
の
質
を
こ
れ
か
ら
も
高

め
、
学
生
一
人
ひ
と
り
を
全
力
で
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

管
理
栄
養
学
科

新
元
号
に
求
め
ら
れ
る

管
理
栄
養
士

管
理
栄
養
学
科
長
　
鈴
木
　
三
枝

食
品
学
科

食
品
学
科
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

食
品
学
科
長
　
荒
木
　
裕
子

管理栄養士国家試験　出題数の配分
分　野　別 現行 修正案

社会・環境と健康 17 問 16 問
人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 27 問 26 問
食べ物と健康 25 問 25 問
基礎栄養学 14 問 14 問
応用栄養学 16 問 16 問
栄養教育論 15 問 13 問
臨床栄養学 28 問 26 問
公衆栄養学 18 問 16 問
給食経営管理論 20 問 18 問
応用力試験 20 問 30 問

計 200 問 200 問
H30.11.27 管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）改定検討会

卒業研究発表会

国家試験に向けた学内模試

聖栄葛飾祭　ゼミ紹介
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地
元
地
域
の
協
力
活
動

　

本
学
は
、
開
学
か
ら
地
元
地
域
活

性
化
へ
の
協
力
活
動
を
継
続
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の

活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
わ
ん
ぱ

く
相
撲
葛
飾
区
大
会
」
総
合
司
会
及

び
附
属
調
理
師
専
門
学
校
の
模
擬
店

の
協
力
（
写
真
１
）
や
新
小
岩
第
六

自
治
会
の
夏
祭
り
の
出
展
や
四
年
に

一
度
行
わ
れ
る
「
新
小
岩
天
祖
神
社

例
大
祭
」
に
参
加
し
、
神
輿
巡
行
を

地
元
自
治
会
と
共
に
「
聖
栄
ピ
ア
ヘ

ル
ピ
ン
グ
ワ
ー
ク
ス
」
の
学
生
と
学

友
会
役
員
が
担
ぎ
手
と
し
て
協
力
い

た
し
ま
し
た
。（
写
真
２
）
ま
た
、

十
一
月
に
、
新
小
岩
の
町
全
体
で
行

わ
れ
る
「
新
小
岩
文
化
祭
」
で
は
、

本
学
の
「
食
品
加
工
研
究
部
」
が
出

展
し
、
葛
飾
の
野
菜
で
あ
る
「
小
松

菜
」
を
使
用
し
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
を
約

四
〇
〇
食
販
売
い
た
し
ま
し
た
。（
写

真
３
）
そ
の
他
に
多
数
の
地
域
イ
ベ

ン
ト
に
学
友
会
役
員
や
各
部
・
同
好

会
の
学
生
達
を
中
心
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
幅
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
学
生
達
に
と
っ
て
、
知
識

や
技
術
を
得
る
だ
け
で
は
な
い
社
会

貢
献
活
動
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

会
に
寄
付
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

は
葛
飾
区
役
所
を
訪
問
し
、
青
木
克

德
区
長
に
学
生
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金

等
を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

●�

普
通
救
命
講
習
会
を
実
施

　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
二
日

（
水
）、
東
京
消
防
庁 

本
田
消
防
署

の
ご
協
力
の
下
、
普
通
救
命
講
習
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
通
救
命
講
習
は
、
心
肺
蘇
生
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
、
止
血
法
等
の
知

識
と
技
術
を
東
京
消
防
庁
の
指
導
の

基
に
学
ぶ
講
習
で
す
。
本
講
習
会
を

本
学
で
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
継
続

的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

は
、
三
十
九
名
の
学
生
が
受
講
し
て

過
去
十
年
間
で
延
べ
四
六
三
名
が
修

了
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
就
職
活

動
や
緊
急
時
に
適
格
な
応
急
処
置
の

際
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
継
続
し

て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
学
友
会
活
動
を
通
し
て

学
生
達
が
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
に

お
い
て
自
信
と
な
り
、
大
学
の
発
展
に

大
き
く
繋
が
る
事
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●�

『
聖
栄
葛
飾
祭
』
を
実
施

　

平
成
三
十
年
十
一
月
三
日
（
土
）、

四
日
（
日
）
に
『
聖
栄
葛
飾
祭
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
食
彩
～
食
で

広
が
る
無
限
の
輪
～
」
と
題
し
、
東

京
聖
栄
大
学
の
一
年
に
一
度
の
祭
を
学

生
と
来
場
者
が
共
に
楽
し
む
事
が
で

き
る
、多
数
の
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

葛
飾
区
を
は
じ
め
、
農
林
水
産
省

関
東
農
政
局
や
多
数
企
業
に
よ
る
広

告
・
物
品
の
協
賛
を
頂
き
、
警
察
・

消
防
・
自
衛
隊
等
の
公
的
団
体
か
ら

も
出
展
を
頂
き
、
地
域
に
密
着
し
た

『
聖
栄
葛
飾
祭
』
と
し
て
大
盛
況
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
年
『
聖
栄
葛
飾
祭
』
で
の
収
益

金
の
一
部
を
、
東
日
本
大
震
災
等
の

義
援
金
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
と
し
て
、

葛
飾
区
社

会
福
祉
協

議
会
や
公

益
財
団
法

人
日
本
ユ

ニ
セ
フ
協

会
、
あ
し

な
が
育
英

学
友
会
活
動
報
告

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

（
学
生
支
援
・
就
職
支
援
）

●�「
学
内
企
業
・業
界
説
明
会
」を
実
施

　

三
年
次
生
の
就
職
活
動
が
解
禁
と

な
る
三
月
を
間
近
に
控
え
た
二
月
に

学
内
業
界
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
が

開
催
す
る
就
職
支
援
事
業
で
は
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
例
年
参
加
企
業
様

か
ら
多
数
の
内
定
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
二
月
十
四
日
・
十
五
日
に

管
理
栄
養
士
職
採
用
企
業
か
ら
計

二
十
社
、
十
八
日
・
十
九
日
に
は
食

品
関
係
企
業
か
ら
計
二
十
社
の
延
べ

四
十
社
の
人
事
担
当
者
が
来
校
さ

れ
、
業
界
や
各
企
業
に
つ
い
て
の
説

明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
学

生
は
多
く
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
活
発

に
質
問
を
す
る
な
ど
様
々
な
情
報
を

収
集
し
、
有
意
義
な
学
内
企
業
・
業

界
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。

（写真 1）わんぱく相撲葛飾区大会

普通救命講習会

（写真 3）新小岩文化祭 （写真 2）新小岩天祖神社例大祭�お神輿巡業

葛飾区長へチャリティー金寄付 聖栄葛飾祭

学内企業説明会



食品学科
（研究）
アイワイフーズ㈱、イニシオフーズ㈱、㈱シュク

レイ、白ハト食品工業㈱、㈱爽健亭、トオカツフー

ズ㈱、戸田フーズ㈱、㈱ニッセーデリカ、平塚製

菓㈱、フジフーズ㈱、プライムデリカ㈱、㈱文明

堂東京、㈱メルヘン、山崎製パン㈱、わらべや日

洋㈱

（営業・販売）
㈱カスミ、コンフェックス㈱、㈱スーパーバ

リュー、㈱マルエツ、㈱ＬＥＯＣ、㈱洋菓子舗ウ

エスト

（調理・接客サービス）
㈱イートウォーク、銀座アスター㈱、㈱銀座ルノ

アール、常磐興産㈱、㈱すかいらーく、タリーズ

コーヒージャパン㈱、（社福）つくし会 栗原つく

し保育園、㈱ブロンコビリー、明治記念館、リゾー

トトラスト㈱

第 65号	 東京聖栄大学後援会会報	 平成 31年３月 15日　［４］
　

春
な
お
浅
く
、
朝
夕
は
ま
だ
冷
え

込
み
が
厳
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す

が
、
後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り

後
援
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
京
聖
栄
大
学
を
卒
業
さ

れ
る
管
理
栄
養
学
科
、
食
品
学
科
の

皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
中
国
に
こ
ん
な
故
事
が
あ
り

ま
す
。
竹
は
種
を
蒔
い
て
か
ら
四
年

間
、
小
さ
な
芽
が
ち
ょ
っ
と
出
る
だ

け
で
、
そ
の
ほ
か
何
一
つ
成
長
が
目

に
見
え
な
い
。
実
は
、
そ
の
四
年
間

の
成
長
は
す
べ
て
土
の
中
に
あ
る
の

で
す
。
土
の
中
に
深
く
深
く
長
く
長

く
、そ
の
根
を
張
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
し
て
五
年
目
に
そ
の
小
さ
な
芽

は
、
一
気
に
二
十
五
メ
ー
ト
ル
ま
で

伸
び
て
い
く
そ
う
で
す
。皆
さ
ん
は
、

こ
の
中
国
の
竹
の
よ
う
に
本
学
に
お

い
て
成
長
す
る
た
め
に
、忍
耐
強
く
、

前
を
向
い
て
努
力
し
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
さ
あ
こ
れ
か
ら
は
社
会
に

向
け
て
よ
り
高
く
そ
の
幹
を
伸
ば

し
、
世
界
へ
向
け
て
大
き
な
枝
葉
を

よ
り
広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
私

４年次生の主な就職内定先
管理栄養学科

（公務員）
市川市栄養士、神奈川県栄養士

（病院）
（独）国立病院機構関東信越グループ、（医）ＩＭＳ

グループ、（医）社団順江会　江東病院

（給食受託会社）
イフスコヘルスケア㈱、エームサービス㈱、西洋

フード・コンパスグループ㈱、日清医療食品㈱、

富士産業㈱、㈱グリーンハウス、㈱セブン＆アイ・

フードシステムズ、㈱メフォス、㈱ＬＥＯＣ

（薬局）
ウエルシア薬局㈱、㈱サンドラッグ、㈱スギ薬局、

㈱富士薬品、㈱マツモトキヨシ

（保育園）
ジェイキッチン㈱、（社福）ゆうゆう　日暮里保

育園

（一般企業・その他）
㈱ＡＢＣ Ｃｏｏｋｉｎｇ Ｓｔｕｄｉｏ、㈱ウェル

ネスダイニング、RIZAP㈱

進
路
状
況

　

平
成
三
十
年
度
卒
業
生
の
就
職
内

定
率
は
、
二
月
十
五
日
現
在
で

九
七
・
三
％（
昨
年
同
日
九
六
・
一
％
）

で
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
プ
ラ
ス
一・二

ポ
イ
ン
ト
と
い
う
状
況
で
す
。

　

学
科
別
で
は
、
管
理
栄
養
学
科
は

管
理
栄
養
士
職
を
中
心
に
九
六
・
五

％
、
食
品
学
科
は
食
品
企
業
の
研

究
・
技
術
・
製
造
職
や
調
理
職
を
中

心
に
九
八
・
四
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職

未
内
定
者
へ
の
就
職
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。
未
内
定
者
は
諦
め
ず

に
就
職
活
動
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
三
年
次
生
の
就
職
活
動
は
、
昨

年
度
同
様
に
三
月
に
企
業
の
広
報
活

動
が
開
始
と
な
り
、
採
用
選
考
活
動

は
六
月
に
始
ま
り
ま
す
。
ル
ー
ル
自

体
は
変
わ
ら
な
い
中
で
、
企
業
側
の

実
際
の
活
動
時
期
は
多
く
の
企
業
で

前
倒
し
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

採
用
広
報
解
禁
前
の
取
り
組
み
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
企
業
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

三
年
次
生
の
就
職
活
動
は
こ
れ
か

ら
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。
学
生
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
学
生
の
就
職
ニ
ー

ズ
と
就
職
先
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
計
る

為
、
学
生
の
希
望
進
路
実
現
に
向
け

て
関
係
教
職
員
と
連
携
し
就
職
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

食品学科

平
成
三
十
年
度
卒
業
予
定
者

　
内
定
先
職
種
別
グ
ラ
フ

（
二
月
十
五
日
現
在
）

後
援
会
副
会
長
挨
拶

後
援
会
副
会
長　

津
田　

眞
利

は
い
つ
も
一
生
懸
命
な
中
国
の
竹
の

よ
う
な
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

管理栄養学科

研究・分析・開発・製造
（食品・化学）29.0％
研究・分析・開発・製造
（食品・化学）29.0％

調理22.6％調理22.6％

一般事務
9.7％
一般事務
9.7％

営業・販売27.4％営業・販売27.4％

接客サービス
4.8％

接客サービス
4.8％

その他
6.5％
その他
6.5％

営業・販売13.4％

一般事務1.2％

その他4.9％

研究・分析・開発・製造
（食品・化学）1.2％

調理6.1％

その他（栄養士）
3.3％

その他（栄養士）
3.3％

公務員
3.3％
公務員
3.3％

保育園
11.7％
保育園
11.7％

病院
8.3％
病院
8.3％

薬局
16.7％
薬局
16.7％

給食受託会社
56.7％

給食受託会社
56.7％

管理栄養士・
栄養士73.2％
管理栄養士・
栄養士73.2％

４月１日（月）   学年開始
４月１日（月）   入学式
３月29日（金）～４月４日（木）
 ガイダンス等
４月５日（金）   前期授業開始
５月25日（土） 体育祭
５月31日（金） 学園創立記念日
７月29日（月）  前期授業修了
７月30日（火）  定期試験開始
８月６日（火）  夏期休暇開始
９月６日（金） 前期成績発表
９月21日（金）
 夏期休暇終了・前期終了
９月24日（火）
 後期開始・後期授業開始 
11月７日（木）・８日（金）
 大学祭準備 
11月９日（土）・10日（日）
 聖栄葛飾祭
11月11日（月）
 大学祭後片付（休講）
11月12日（火）・13日（水） 
 代日休校
12月25日（水）  授業終了
12月26日（木） 冬期休暇開始
１月８日（水） 冬期休暇終了
１月９日（木）  授業再開
２月３日（月）  後期授業修了
２月４日（火）  定期試験開始
２月21日（金） 後期成績発表
３月15日（日）  卒業式
３月31日（火）  学年終了

（予定）

2019年度
学　年　暦


